
避難行動要支援者名簿の整備

災害発生時に一人でも多くの生命と身体を守るために・・・
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地域で防災・・・その１

避難行動要支援者名簿とは

在宅で生活している方で、災害時に自力で避難
することが難しい方

高畠町では
①７５歳以上の一人暮らしの高齢者の方
②７５歳以上の高齢者のみの世帯の方
③要介護認定３～５を受けている方
④身体障害者手帳１・２級を所持している方
⑤療育手帳 を所持している方
⑥精神障害者保健福祉手帳１・２級を所持している一人暮らしの方
⑦町の生活支援を受けている難病患者の方
⑧自治会や民生委員・児童委員が支援が必要と認めた方や、自力で
の避難が困難で支援を希望する方
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避難行動要支援者名簿登録と提供の流れ

• 登録
１．町で対象者を抽出
２．対象者に通知
３．名簿情報を平常時から提
供してよいか同意の確認

〇同意あり⇒避難支援関係
者へ提供

×同意しない⇒町で保管
※災害時には提供

• 名簿の提供
【避難支援関係者】
１．民生委員・児童委員
２．自治会・自主防災会
３．警察機関（南陽警察署）
４．消防機関
（高畠消防署・消防団）
５．高畠町社会福祉協議会
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高畠ロータリークラブ例会資料

誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくり

令和3年8月5日（木）

高畠町福祉こども課

「地域で防災」を合言葉に、地域の防災力を高めよう！

第 次高畠町地域福祉計画を推進中！
地域福祉計画がめざすことは…

基本理念
「すべての町民が互いに思いやり
『共に生きる』

しあわせなまちづくり」
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高畠町

〇同意がない名簿
⇒緊急時は、必要に応じて、同意の有
無に関わらず提供します

助け合いながら避難行動を！

◎地域の防災力を高める「自助・共助・公助」
地震や洪水、台風等の自然災害による被害を最小限
に抑えるためには、自分の命は自分で守る「自助」、地
域で助け合う「共助」、行政の救助・支援「公助」の取組
が必要です。

「自助・共助・公助」が連携することにより、
住民と行政が一体となって地域防災力を高
めることが重要となります。
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日頃の対応「支援を円滑に行うために・・・」

①日頃の備えが大切です！

②家族みんなで防災会議！

③「高畠町防災マップ」を活用しましょう！
年 月発行

④自治会・自主防災組織で災害発生時
の対応を検討しましょう！

9地域による支援体制の整備

災害時に円滑かつ迅速に避難支援を実施するためには
常時から住民同士の顔の見える関係を作るなど、地域の
防災力を高めておくことが重要になります。

◎地域で避難が必要な方の把握をお願いしています。

災害時に必要な方に適切な支援が行えるよう、地域支え合
い（福祉防災）マップづくり等で、地域全体で支援していく仕組み
づくりにご協力お願いします。
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地域支え合い（福祉防災）マップについて

集落の地域力を高めて
集落で災害に備えよう！

地域の見守り支え合うしくみづくり
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地域で防災・・・その２
【防災マップ】
災害が発生した時に
どこの場所がより危険なのか
どこに避難すれば安心かを示す地図。
【福祉マップ】
日頃から関わり合いの多い集落等の単位
で、支援が必要な人･支援できる人等を
示し結びつける地図。

地域支え合い（福祉防災）マップとは

活用例 ｢福祉マップ」「防災マップ」を作成
各世帯に配付した。

マップはいうなれば、
「地域の安心地図」であり、
「防災活動の羅針盤」です。

◆マップづくりに取り組んで
安心して暮らせる地域づくりを進めましょう！

地域支え合い（福祉防災）マップを作ると
地域の課題が見えてくる

防災福祉マップの作り方

なぜ防災福祉マップをつく
るか等を学習をします。 まち歩きのコースを決めます。

①事前の打ち合わせをします。
②地域を歩いて確認します。

集落内を歩いて危険な個所、一時避難場所にできる
所などを確認します。

集落内を歩いて危険個所、消防設備などを確認。

まち歩きをして確認した危険な場所
などを白地図に記入します。

支援が必要な方、支援する方、避難所
などに色別のシールを貼ります。

③いよいよ防災福祉マップづくり

誰が誰に声がけするかグループ分けを
して避難経路などを書き込みます。

完成した防災福祉マップをもと
に意見交換中

④皆で何ができるか話し合います。

• 活きたマップにするために
・マップ情報の共有
・マップの定期的な見直し

• マップづくりを通して気が付いた課題に

作ったその後が重要！

• 活きたマップにするために
・マップ情報の共有
・マップの定期的な見直し

• マップづくりを通して気が付いた課題に
対し地域で何らかのアクションを起こす
・自主防災会の活動に活かす
・地域づくりに活かす

作ったその後が重要！


